
データを活かすことがデジタル変革への道！
〜 IPAのお役立ち施策を紹介

デジタル基盤センター デジタルトランスフォーメーション部

溝口 則行

「内向き」な “何か” を打破して
「外向き」の視点・価値の発見・活動へ
―― 今回は 内向き・外向き という言葉を何回も使うと思います。
ここにお集まりの皆さんとは，この「内向き」と感じる課題意識や，
「外向き」を大事にする価値観を共有できそうな気がしています。
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自己紹介

溝口 則行 ,
・独立行政法人情報処理推進機構（IPA） デジタル基盤センター デジタルトランスフォーメーション部
・TIS株式会社 IT基盤技術事業本部 IT基盤技術企画部

【経歴】
〜2000年代前半:
・LISPでエキスパートシステム型ビジネスアプリの開発 ・UNIXとC言語を中心にしたシステム開発
・消費者向けインターネットサイトのシステム構築，運用保守

2000年代前半〜: 
・性能エンジニアリング， ミドルウェアを中心にしたOSS活用推進 を担当

2015年度〜:
・OSS推進室設立， 室長

2020年度末〜:
・IPAデジタル基盤センター(現部署名)にてDX推進施策
【役職・執筆等】
・情報処理技術者試験試験委員
・OSSコンソーシアム 副会長/データベース部会共同リーダ
・PostgreSQLエンタープライズ・コンソーシアム運営委員
・執筆: gihyo.jp連載「OSSデータベース取り取り時報」

https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
・執筆: @IT 連載「性能エンジニアリング入門」
http://www.atmarkit.co.jp/fnetwork/index/index_perform.html
・など

この発表はこちらの立場で (今のところ)

https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
https://gihyo.jp/dev/serial/01/oss-db-various-news
http://www.atmarkit.co.jp/fnetwork/index/index_perform.html


デジタル変革のキモはデータ活用。

デジタル化（digitize）されたテキストやデータに基づいた何かの「自
動化」が「変革」の力の源泉です。そして、たぶん「オープンさ」も必要で
しょう。そしてそして，活用したい人／活用したい現場で実現するのが
目指す姿。
この今回のテーマを念頭に置いて，IPAが取り組んでいるDX推進施
策の中から，関連 “しそうな” 施策をいくつか紹介します。
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この発表の概要

この発表は，IPAや他団体が公開している情報を元に構成していますが，発表者個人の見解
や意見も一部含みます。発表全体が独立行政法人情報処理推進機構（IPA）の公式見解
とは限らない点をご承知おきください。
※ 個人の意見や感想として記している部分は色を変えてあります。



◆◇◆ 目次 ◆◇◆

• データが活きる世界への期待と足元の現状

• デジタル変革の目標設定や事例収集のために

• OSSは頼りになりそう？

• 〔おまけ〕 この後の発表やパネル討論に期待すること
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データが活きる世界への期待と足元の現状
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DXは「データとデジタル技術を活用して競争上の優位性を確立すること」。
国内企業のデータ活用はそこに向かっているだろうか？かなり「内向き」な現状が見えてくる。
意識改革が必要！と叫ぶだけでは視点を「外向き」にするには足りない。
ちょっと目新しいコンセプトを掲げてみると目線が変わらないだろうか。
IPAが注力している 『データスペース』 についての入口を紹介。
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デジタルトランスフォーメーションとは

Copyright© 2025 IPA, All Rights Reserved 

〔経済産業省の定義〕

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、
顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、
業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、
競争上の優位性を確立すること。

出典：経済産業省,"デジタルガバナンス・コード3.0
〜DX経営による企業価値向上に向けて〜"

DX = 「X：変革」×「D：デジタル」



DX推進指標(後述) に見る 「IT システムに求められるもの」
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データ活用の必要性

〔趣旨〕
DX を進める基盤として、IT システムに求められるものは以下の３つ。 
① データをリアルタイム等使いたい形で使えるか 
② 変化に迅速に対応できるデリバリースピードを実現できるか 
③ データを部門を超えて全社最適で活用できるか

《ビジョン実現の基盤としてのITシステムの構築》
８．ビジョン実現（価値の創出）のためには、既存のITシステムに

どのような見直しが必要であるかを認識し、対応策が講じられて
いるか。

DX推進指標 - https://dx.ipa.go.jp/dxpi 

https://dx.ipa.go.jp/dxpi
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「DX動向2025」に見る データの利活用状況

67.9％

65.0％

63.2％

DX動向2025 - https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html


DX動向2025 –
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html 9

「DX動向2025」に見る データ利活用の目的

日本はバックオフィスや
経営管理など内向きの目
的に集中。

米国、ドイツは、付加価値
向上、新製品、サービスの
向上目的が多い

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
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「DX動向2025」に見る データの企業間連携の状況

日本は自社内だけに閉
じている

前ページの「日本はバックオ
フィスや経営管理など内向
きの目的に集中」とつながっ
ていそう（推測）

DX動向2025 - https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
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⬧ なぜ「内向き」に組織の中に籠っちゃうのか？
⬧ どうしたら 「外向き」視点のデータ活用につながるのか？
⬧ 仮説: 内向きな情シスに依存しているから？（情シスじゃなくてSIerかも）

① 事業を担う当事者たちに データを活かす技と力を与える 〔≒ 民主化〕
② 組織の枠を超えた 全体最適〔社会最適〕 と 価値の最大化の発想(データに

は価値がある) 〔→ データスペースの発想へ〕
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データ活用の「民主化」への障害と期待と



データ利活用の入門知識 -
https://www.ipa.go.jp/digital/data/introd
uction-knowledge.html 

マネージャ視点:
「経営にデータを
 使うことのススメ」
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データ活用に向かうためのIPAの参考情報

https://www.ipa.go.jp/digital/data/introduction-knowledge.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/introduction-knowledge.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/introduction-knowledge.html
https://www.ipa.go.jp/digital/data/introduction-knowledge.html


13

データ活用に向かうためのIPAの参考情報

データスペースとは - https://dx.ipa.go.jp/data-space
データスペースの推進 - https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html

データスペース: 国境や分野の壁を越えた新しい経済空間であり、社会活動の空間

IPA「データスペースの推進」に掲載
●データスペース入門 ●データ利活用・データスペースガイドブック ●データ利活用事例集 ●データに関するツール一覧
など

https://dx.ipa.go.jp/data-space
https://dx.ipa.go.jp/data-space
https://dx.ipa.go.jp/data-space
https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/dx-trend-2025.html
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産業界にとってDXは「競争上の優位性を確立すること」
→ みんなと同じことをやれば達成できるというわけじゃない

しかし，無手勝流ではない「必要な打ち手」はある
今回紹介するものは，そのための「はじめの一歩」

デジタル変革の目標設定や事例収集のために
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DX推進の健康診断！ 「DX推進指標」

15

DX推進指標の構成
DX推進指標自己診断フォーマット（エクセル）

成熟度 意味

レベル5 グローバル市場におけるデジタル企業
レベル4 全社戦略に基づく持続的実施
レベル3 全社戦略に基づく部門横断的推進
レベル2 一部での戦略的実施
レベル1 一部での散発的実施
レベル0 未着手

事業部門 経営幹部

IT部門
どのようにやっ
ていこうか

何が課題に
なってるの？

3年後どこ
までやる？

現状はどうかな？

②経営幹部、事業部門、IT
部門等と議論をしながら回答

③『DX推進指標自己診断結果入力サイト』に
自己診断結果を提出

使い方（年に1回やるのがおススメ）
①DX推進指標自己診断

フォーマットをダウンロード
https://www.ipa.go.jp/digital/dx-suishin/about.html
https://www.ipa.go.jp/digital/dx-
suishin/about.html

https://dx-portal.ipa.go.jp
https://dx-portal.ipa.go.jp

15DX推進指標 - https://dx.ipa.go.jp/dxpi 

https://dx.ipa.go.jp/tools/dxpi
https://dx-portal.ipa.go.jp/i/signin/top?d=%2Fu
https://dx.ipa.go.jp/dxpi


DX推進指標 -
https://dx.ipa.go.jp/dxpi 

DX推進の健康診断！ 「DX推進指標」
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DX推進指標の構成

https://dx.ipa.go.jp/dxpi
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デジタル事例データベース

デジタル事例データベース -
https://case-studies.ipa.go.jp/ 

視点を「外向き」にするツールのひとつ

https://case-studies.ipa.go.jp/
https://case-studies.ipa.go.jp/
https://case-studies.ipa.go.jp/
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[参考] 視点を組織の“外にも向けている”人たち

DX SQUARE - https://dx.ipa.go.jp/ 

「データ利活用トレーニングブック」
を作成・公開

100件以上の優れた
DX事例を分析

https://dx.ipa.go.jp/


OSSは頼りになりそう？
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ホントはこのテーマで たっぷり時間を
使いたいところなんですが，今日は
ネタの紹介程度でご容赦ください。

ここではデータ活用に限定せずに，デジタル変革のためにOSSを積極的に使って行ってもらうことの
応援になりそうな参考情報を集めてみた。

世界はOSSに向かいつつある。
一方で国内では組織を超えて共創しようという動きは弱い。これも「内向き」な一面に見える。
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OSSはビジネス変革の武器になるか？

オープンソースカンファレンス 2024 Kyoto –
https://www.osscons.jp/jov5khrsy-723/#_723

2024年のOSC京都で実施した
セミナーとパネルディスカッションです。
録画したものを公開していますので
ぜひご覧ください。

https://www.osscons.jp/jov5khrsy-723/#_723
https://www.osscons.jp/jov5khrsy-723/#_723
https://www.osscons.jp/jov5khrsy-723/#_723
https://www.osscons.jp/jov5khrsy-723/#_723


21

[参考] 国連オープンソース原則

https://unsceb.org/session-report-422

https://unsceb.org/session-report-422
https://unsceb.org/session-report-422
https://unsceb.org/session-report-422
https://unsceb.org/session-report-422
https://unsceb.org/session-report-422
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[参考] AIとオープンソース

「オープンソースAIの定義 第1.0版」 日本語情報
https://opensource.jp/osaid

https://opensource.jp/osaid
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[参考] 国内の現状:
OSSコミュニティ参画は「会社として対応無し」がほとんど

IPA 2024年度ソフトウェア動向調査 – https://www.ipa.go.jp/digital/software-survey/software-engineering/result-software2024.html

「2024年度ソフトウェア動向調査」 の調査結果から

https://www.ipa.go.jp/digital/software-survey/software-engineering/result-software2024.html
https://www.ipa.go.jp/digital/software-survey/software-engineering/result-software2024.html
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[参考] 世に数多あるOSSを鳥瞰図に

日本OSS推進フォーラム「OSS鳥瞰図」 -
https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/

https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/
https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/
https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/
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[参考] 「OSSとは？」を誰かに説明しないといけないときに

DX SQUARE - https://dx.ipa.go.jp/open-source

https://dx.ipa.go.jp/open-source
https://dx.ipa.go.jp/open-source
https://dx.ipa.go.jp/open-source


〔おまけ〕
この後の発表やパネル討論に期待すること
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今回のOSSコンソーシアム企画では，こんなお話しが聞きたいな
‥という期待。
無茶ぶりかも‥



✓データ活用を「民主化」するって，言うは易く行うは難し:
実際にやっているよという話があれば

✓データ活用ってアイデア勝負の面がありそう: 
何かおもしろいアイデアやヒントがないだろうか？
OSCみたいな場なら少々ぶっ飛んだ大胆なアイデアも話せる？

✓データ管理・データ活用の領域は，
・ 高度な技術で超優秀な製品(ツール)を実現する方向
・ データを活かして誰も気付かなかった価値を創出する方向
があるだろう。
さて，ITエンジニアが目指す方向はどっち？

27

この後の発表やパネル討論に期待すること

‥で Part 2では私が
モデレータをする羽目になりました 
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IPAでは、さまざまなチャネルから、旬な情報を発信しております！

https://dx.ipa.go.jp

IPA デジタル基盤センター メールマガジン
IPA デジタル基盤センターの最近の活動内容、
イベント・セミナー情報などを発信
https://www.ipa.go.jp/disc/mailmag.html

https://twitter.com/IPAjp

IPA（情報処理推進機構）
IPAの最新情報をお届けする公式アカウント

ご参加ありがとうございました

https://dx.ipa.go.jp/
https://www.ipa.go.jp/disc/mailmag.html
https://twitter.com/IPAjp
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